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追悼記 

 

荒野と、かわいた地とは楽しみ、 

さばくは喜びて花咲き、 

さふらんのように、さかんに花咲き、

かつ喜び楽しみ、かつ歌う。 

…その時、 

目しいの目は開かれ、 

耳しいの耳はあけられる。 

その時、足なえは鹿のように飛び走り

おしの舌は喜びを歌う。 

それは荒野に水がわきいで、 

砂漠に川が流れるからである。 

(イザヤ書 35 章） 

                                      

預言者によって預言されたとおり、 

救世主・イエスは誕生した。 



その時、空の光(宇宙船)に導かれ、東

方から三人の聖者が来訪し、イエスの

誕生を祝福された。 

イエスは一時、クムラン宗団のエッセ

ネ派に属し、なお世界各地を巡礼して

修行を重ね、３０歳からキリストとし

ての伝道をはじめられた。 

愛の教えを説き、人々が苦悩する病を

いやし、嵐を静め、湖の上を歩き、多

くの人々に食物を与え、聖霊とともに

多くの奇跡を行って、真理の道を伝え

られた。 

＜キリストの奇跡＞ 

（神癒） 

・多くの人の病を一瞬にして癒した 

（悪魔祓） 

・悪霊を追い払った 

（物質創造） 



・空中からパンを出現させ群衆に与え

た 

（物質転換） 

・結婚式で水をぶどう酒に変えた 

（天候制御） 

・嵐を静めた 

（水上歩行） 

・湖の上を歩いた 

（変貌） 

・姿を白い光に変え、古の預言者と話

していた 

（蘇生） 

・死者をよみがえらせた 

（復活） 

・十字架に死去したが３日後によみが

えった 

（昇天）  

・天に引き上げられた   

等々。 



イエスは、３３歳という若さで十字架

にかけられる。 

かつて救世主と呼ばれた人は、時の権

力者…政治家・宗教家・資本家たちと

その地位や名誉や富にすがろうとする

人民によって、罪人とされ、十字架刑

に処せられたのであった。 

…弟子たちと最後の晩餐を終え、イエ

スはこれから起こることを見通すよう

に、ゲッセマネの園で一人祈られてい

た。その祈りは深く、計り知れない… 

そこにローマ兵がやって来てイエスは

捕えられる。そして総督ピラトの宮廷

で裁きを受けたのであった。大衆の目

前で、鞭で何度も何度も打たれ、イバ

ラの冠をかぶせられて、世を惑わす者

だと、ののしられた。イエスは十字架

を背負わされ、ゴルゴダの丘まで歩い 

て行かれた。自分がはりつけにされる 



十字架を自ら背負って…。 

かつての聖霊の力・神通力を使うこと

なく、イエスは十字架の道を選ばれ

た。 

…イスラエルのエルサレムには、 

その道が今も残っており、 

「ヴィア・ドロローサ(悲しみの道)」

と呼ばれている。 

その道のり(約８００ｍ)の間、１４カ

所の中継点があり、各々エピソードが

伝えられている。三度にわたり倒れた

場所、母マリアとの出会い、手助けす

る人や服をはぎ取る人、十字架上で息

を引き取られる場面…。イエスの亡骸

は横穴式の墓に安置されたが、死後３

日目に甦られ、神の存在-生命の永遠

性を実証された 

マグダラのマリアが墓に行った時、 

イエスの亡骸はなく、そばに光輝く天 

https://youtu.be/utKx_tW385I
https://youtu.be/utKx_tW385I


使のような人が現れ、イエスは復活さ

れたのだと告げられる。 

復活したイエス・キリストは、弟子た

ちや多くの人々と会った後、「天」に

昇られたのであった。 

 

 ヴィア・ドロローサ 
    (悲しみの道…十字架の道行き) 

1 最後の晩餐 

 
2 イエス、ゲッセマネの丘で嘆く 

 

 

 



3 イエス、サンヘドリンに立つ 

4 1. イエス、鞭打たれ茨の冠を載せられる 

5 イエス、十字架を背負う 

 
6 イエス、倒れる 

 
7 2. キレネ人シモン、イエスの代わりに 

十字架を背負う 

8 イエス、婦人たちと出遭う 

9 イエス、十字架に打ち付けられる 



 
10 犯罪人のひとり、改心する 

11 3. 使徒ヨハネと母マリア、十字架の下で 

たたずむ 

12 イエス、十字架上で息を引き取る 

13 イエス、埋葬される 

 
14 イエス、復活する 

 

 
神は愛であり、愛は神である 

愛によって私は癒し、愛によって私は生きる 


